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政
府
代
表
に
よ
る
民
間
企
業
の
役
員
兼
務
の
是
非
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
三
月
三
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
一
四
七
号
）
で
は
、
政
府
代
表
の
定
義
及
び
法
令

上
の
根
拠
に
つ
い
て
「
政
府
代
表
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
二
条
第
三
項
第
十

一
号
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
外
務
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
四
十
一
号
）
第
二
条
第
三
項
に
お
い
て
、
『
日
本
国
政

府
を
代
表
し
て
、
特
定
の
目
的
を
も
つ
て
外
国
政
府
と
交
渉
し
、
又
は
国
際
会
議
若
し
く
は
国
際
機
関
に
参
加
し
、
若
し
く
は

こ
れ
に
お
い
て
行
動
す
る
権
限
を
付
与
さ
れ
た
者
を
い
う
』
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏

ま
え
、
質
問
す
る
。

一

政
府
代
表
の
任
に
就
い
て
い
る
者
が
、
同
時
期
に
民
間
企
業
の
役
員
に
就
任
す
る
こ
と
を
規
制
す
る
、
若
し
く
は
自
粛
を

求
め
る
法
令
上
の
決
ま
り
は
あ
る
か
。

二

政
府
代
表
の
任
に
就
い
て
い
る
者
が
、
同
時
期
に
民
間
企
業
の
役
員
に
就
任
す
る
こ
と
に
対
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

三

政
府
代
表
の
任
に
就
い
て
い
る
者
が
、
自
身
の
発
言
等
に
関
し
、
国
会
か
ら
委
員
会
等
に
出
席
し
て
説
明
を
行
う
こ
と
を

求
め
ら
れ
た
際
、
自
身
が
所
属
し
て
い
る
民
間
企
業
の
業
務
を
理
由
に
そ
れ
を
断
る
こ
と
は
適
切
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

四

谷
内
正
太
郎
政
府
代
表
が
日
ロ
間
で
北
方
領
土
を
面
積
で
分
割
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
北
方
領
土
三
・
五
島
返
還
に
つ

一



い
て
発
言
し
た
記
事
が
本
年
四
月
十
七
日
付
の
毎
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
月
二
十
三
日
、
参
議
院
外
交
防

衛
委
員
会
は
谷
内
代
表
に
対
し
て
委
員
会
に
出
席
す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議
を
し
た
が
、
谷
内
代
表
は
自
身
が
社
外
取
締
役

と
し
て
所
属
し
て
い
る
民
間
企
業
の
業
務
に
よ
り
、
福
井
県
に
滞
在
中
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
欠
席
し
た
と
承
知
す

る
。
右
の
谷
内
代
表
の
国
会
か
ら
の
要
請
に
係
る
対
応
に
対
す
る
政
府
の
評
価
如
何
。

五

政
府
代
表
と
い
う
公
の
職
に
就
い
て
い
る
者
が
、
国
民
の
代
表
が
集
う
国
会
に
お
け
る
出
席
要
請
を
拒
否
し
、
自
身
の
発

言
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
わ
な
い
と
い
う
の
は
、
国
会
軽
視
も
甚
だ
し
い
と
考
え
る
が
、
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解

如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


